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  平成27年7月14日（火）に行われた通所事業部主催の「通所事業所に役立

つ福祉用具」ではサトウ株式会社の赤嶺氏を講師として招致し、ポータブル

トイレ、車いす、歩行補助具、移乗用リフト、階段昇降機などの紹介や体験

を行っていただきました。静かに説明を聞いていた参加者でしたが、体験す

る時間が訪れると目を輝かせながら様々な福祉用具と触れ合い、サトウ株式

会社のスタッフ（7名）へ質問し、賑やかな時間があっという間に過ぎて行っ

たように感じました。参加者は通所関係者のみならず、入院担当の方もいて

「これがあったら施設じゃなくて、在宅に帰れるかも・・・」などの感想が

聞けたことは、今後中重度者の生活支援をするための強みになると思いま

す。今回も勉強会を開催できて良かったです。今後も予定していきますので、ホームページや広報誌をご覧くださ

い。（通所事業部） 

 平成27年5月22日沖縄リハビリテーションセンター病院にてスポーツ事業部講習会②を開催し

ました。本講習会は高等学校野球選手権大会沖縄大会への医療サポートの事前講習会＆打ち合

わせ会として毎年行っており、今年度は32名（スポーツ事業部員10名含む）の参加で、実際の

サポートの流れや事例紹介に加えて、応急処置やストレッチング実技練習等を行いました。講

習会終了後に医療サポートの日程調整も行いました。 

講習会参加者の中から実際の高校野球サポートへの参加や周りの会員への声かけ、今後のス

ポーツ事業部の講習会やサポート企画への参加者が増える事を期待します。 

【受講者感想】 

今回の講習会の内容は、高校野球大会でのサポート報告及び症例検討、夏季大会サポートに向けての現場対応、応急

処置、実際のストレッチ実技に加えて、サポート介入時の注意事項等の説明で、経験者だけでなく未経験の方でも受

講できるような内容でした。私自身、このスポーツ事業部の講習会は初めてで、活動内容を知る事ができ勉強になり

ました。今回の講習を通して得た知識を様々なスポーツ分野で活かしていきたいです。(翔南病院 山入端将士)      

【受講者感想】 

 今回の講習会では、スポーツ事業部の主な活動、選手へのストレッチの実技指導に加え、高校球児だけでなく、観

客の事故や症状への対応も必要だと分かりました。その時にDr．Ns．等がいない中でその状態を把握し即座に判断し

なければならないので、リスク管理上の知識の必要性を感じました。特に熱中症がかなりの頻度であると考えられる

ので、その対応を身につけることが必要だと思いました。高校球児の事故では重症な場合のケースが多いと思いま

す。その時に適切な判断をし、監督に 善な選択をしてもらうことが自分たちの現場で求められるのだと学びまし

た。今回のスポーツ事業部の講習会を参加し、自分も高校時代に野球をやっており、実際に夏の県予選で足をつり理

学療法士の方にお世話になりました。そのような縁もあり、自分も理学療法士になり、逆の立場で関われる事をとて

も嬉しく思うと同時にしっかりと迅速な対応ができるようにしたいと思います。（大浜第二病院 仲尾次未来） 

 平成27年7月11日にうるま市の具志川小学校にて具志川小学校のミニバスケットクラブ

を対象に、スポーツ傷害の予防を目的としたスポーツ講演会を行いました。講演会は、座

波信司（スポーツ事業部）による、スポーツ傷害予防の為の身体作りとして、簡単な柔軟

性のチェック法やストレッチなど、座学だけでなく実技も

交えながらの分かりやすい内容で行われました。今回は小

学生が対象でしたが、私が思っている以上にケガをしてい

る子が多く、改めてこの時期からのスポーツ障害の予防は

必要だと感じました。また、保護者や部活の指導者の皆様

にも積極的に参加して頂き、子供達の身体の状態を確認する良い機会になったと思いま

す。今後このような講演会の機会を増やす事で、子供たちの傷害予防への手助けをして

いけたらと思います。（スポーツ事業部 前里知春） 



沖縄リハビリテーション福祉学院 石田隆志 

去る6月25日に本年度第一回目の国際部会英会話教室が翔南病院で執り

行われました。私は今回初めて医療英会話教室に参加させて頂いたた

め、その感想をお伝えしたいと思います。今回の教室では、メリーラ

ンド大学のMs, Itokazu氏を講師として迎えました。 

今回のメインテーマは英語論文を効率的に読むことでした。 初にス

キミングとスキャニングと言う概念を講義形式で学習し、次にこの2つ

のテクニックを使用して英語のテキストを読むという練習をグループ

ワークで行いました。スキミングというのは斜め読みをしながら、作

者の主張している重要な個所だけを読んで、テキストの全体像を把握する技術です。一方、スキャニングという

のは読み手にとって必要な個所を探し出し、そこだけを詳細に読み込んでいく技術です。この二つの技術はフォ

トリーディングと呼ばれる速読術の根幹をなしています。近年、理学療法業務を行っていくうえで読まなければ

ならない論文の量は和英問わず膨大な量になっており、これらの技術を身に付けて効率的に論文を読んでいくこ

とは非常に有用なことと思います。 

講義はもちろんの事、個人的にはグループワークが非常に楽しかったです。思いもかけず、前職場の友人や昨年

長い研修で苦楽を共にした仲間に再会し、リラックスした心地よい空間で、旧交を温めることが出来たからで

す。通常の講習会と異なり、仲間と思う存分会話を楽しむことが出来るのは英会話教室の大きな魅力だと思いま

した。 

もちろん旧友だけでなく、新しく魅力的な友人にもたくさん出会うことができました。国際部会の英会話教室で

は英会話技術を身に付けるだけでなく、多彩な才能を持った方々との出会いもあります。ぜひ皆様もご参加され

て試てはいかがでしょうか。                
 

First participation in IAD’s (International Affair Department) “Medical English Class” 

Takashi Ishida, Okinawa College of Rehabilitation and Welfare, Physical Therapy Course. 

I had participated “Medical English Class” which has held by International Affair Department (IAD), Okinawa PT 

association June 20, 2015. We invited Ms. Naomi Itokazu (Instructor of University of Maryland). It was the first 

time to participate in the Medical English conversation class, so I would like to share the impression of this 

class. 

In this time, Main theme was “How to read the articles more efficiently. At the first of introduction, we 

learned two basic skills to read the articles, which was “Skimming” and “Scanning” techniques. In the next, 

we tried to use these skills in a group work.  

Skimming is a technique of reading only most essential part of text. Scanning is a reading only most necessary 

sentence for you. Two skills are major techniques of photo reading. In recent years, we have to read so many 

papers in a field of physical therapy, so this technique is very useful for us. 

Personally, I enjoyed this group work. Because I obtained not only these two skills, but also friendship. Dis-

cussing about a text and create one opinion with teammate was precious relaxing time.  

Needless to say, I made many new attractive friends. :-)  

 平成27年6月20日～7月19日までの期間で行われた選手権大

会へのサポートを行いました。全62試合のすべてにサポー

ターを配置する事が出来ました。参加者の対応試合数はメイ

ン：のべ87試合（実数23名）、サブ：のべ31試合（実数11
名）で対応しました。 

対応事例に関しては、開会式直後に気分不良を訴え複数名の

対応に象徴される熱中症と思われる対応が多数を占め、続い

てデッドボールや接触による打撲等の対応がありました。数

例は救急搬送に至るケースもあり、夏の大会独特の熱中症対

応のサポートが目立ちました。おかげさまで大きなトラブル

もなく無事に終了する事が出来

ました。参加して下さったサ

ポーターの皆様や協力くださっ

た所属先へ感謝申し上げます。

参加者の所属先や対応試合数の

内訳は、グラフを参照ください。 

 優勝は興南高校に決まり、沖縄県代表として夏の甲子園へ出場します。みんなで

応援しましょう。（米須清倫 スポーツ事業部） 



※理事会報告はホームページに掲載しております。尚、掲載までに時間を要しますのでお急ぎの方は事務所ま

でお問い合わせください。 

■■要注意■■異動申請 お手続きお願いします！ 

勤務先、自宅、氏名など会員情報が変更になった際は、速やかに会員情報の変更申請をお願いします。お手続

きは「マイページ」から、お早めにお願いいたします。 

※会費未納者への周知依頼  残高不足や振込用紙の未確認のため、ご本人の知らないうちに会費未納による

退会になる可能性があります。退会になると研修などの履修によるポイントを失い、参加費などの優遇を受け

ることができません。会員同士で今一度確認をお願いします。 

会員の皆様へ 日本理学療法士協会から重要なお知らせ（会費割引制度） 
 このたび、2015年度年会費より「育児休業割引」と「シニア割引」が導入されることになりました。対象の会

員様におかれましては、ぜひご活用頂ければ幸いです。詳細をご確認の上マイページよりご申請ください。 

育児休業割引  育児休業期間中に割引申請を行った会員について次年度会費を割引する制度 

シニア割引   満65歳以上かつ会員歴25年以上の在会会員で割引申請を行った者について、以降の年会費を  

        割引する制度 
※詳しくは日本理学療法士協会ホームページをご確認ください。日本理学療法士協会http://www.japanpt.or.jp/ 

■■公益社団法人沖縄県理学療法士協会主催■■ 

平成27年度 沖縄理学療法講習会  第1回講習会 内部障害 循環器 

医療・介護施設の現場で遭遇する高齢者の心不全・心疾患そのリハビリテーション介入時のリスク管理や臨

床に基づいた治療技術の知識を学べる講習会です‼このチャンスに理学療法の臨床力を身に付けよう☆ 
 

日  時：平成27年09月26日（土）14:00～18:00 ※土曜の開催です。お間違いなく 

会  場：学校法人おもと会 沖縄看護専門学校  5階視聴覚室（定員100名） 

     ※定員に達し次第締切り致します   住所 沖縄県島尻郡与那原町板良敷1380−1 
テ  ー  マ：「現場で遭遇する高齢者の心不全・心疾患等に対するリハビリテーション」  

講  師：井澤和大 （神戸大学大学院保健学研究科） 

    【主要著書・研究業績】 

     在宅療養者の診かた～評価をプログラムに反映させる～（文光堂 2015） 

     心臓リハチーム医療 先導施設のノウハウとクリニカルパス集（ジャパンハートクラブ 2014） 

     心大血管疾患における理学療法（理学療法学 2015） 

 猛暑の毎日でございますが、いかがお過ごしでしょうか。国際支援部では「フィジー・沖縄リハアイラン

ドプロジェクト」の2年目の事業として“第2回沖縄臨床技術研修”としてフィジー国より理学療法士(3
名)、医師(1名)、看護師(1名)の研修生5名を招き、理学療法評価やチームアプローチ、地域理学療法等につ

いて研修、視察を予定しています。研修期間は8月10日の開講式に始まり、約3週間（8月28日：閉講式ま

で）となっており、北部地区医師会病院、那覇市立病院、琉球大学付属病院を始め、多数の施設や県士会員

に協力していただく予定です(下記参照)。プロジェクトの進捗状況は広報誌や士会のホームページにて情報

を発信する予定ですが、プロジェクトに直接参加できる方や興味のある方は下記連絡先までお問い合わせく

ださい。特に8月21
日(金)、28日(金)

の午後は研修員の

報告会を行います

ので是非ご参加下

さい。また、週末

は歓送迎会や観光

等も行いますので

研修員の応援やご

支援の程宜しくお

願いします。 

 

 

 

国際支援部 喜屋武龍介(琉球ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院) TEL :098-983-2130(内118)  Email :intl.opta@gmail.com 

第2回沖縄臨床技術研修スケジュール（8月） 
10日 開講式（研修員プレゼン発表含む）：OIC(沖縄国際ｾﾝﾀｰ) 
11～13日 病院研修（中頭病院、北部地区医師会病院、琉球大学病院、那覇市立病院） 
14日 理学療法講義 （琉球リハビリテーション学院） 
15日 歓迎会 
16日 観光 
17～20日 病院研修(北部地区医師会病院、琉球大学病院、那覇市立病院、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ病院) 
21日 研修員報告会（OIC：14時～） 
22日 送別会 
23日 観光※グループＡ帰国(8/24) 
24～26日 病院研修（同人病院、ライブプラン、ロクト整形外科クリニック） 
27日 まとめ、フィードバック（OIC） 
28日 研修員報告会（OIC：14時～） 
29日 送別会 
30日 観光※グループB帰国(8/31) 



沖縄県理学療法士会 訪問事業部 勉強会のお知らせ 

 今回、下記の日程で勉強会を開催いたします。参加を希望される方は下記の方法で申し込み頂きますようご案

内申し上げます。 

【開催概要】 

ﾃｰﾏ：『訪問栄養士から学び、訪問リハに活かせるスキル（仮）』 

あなたの研究発表がキャリアアップへ繋がる!! 
 教育学術局研究支援部では、『平成27年度 理学療法沖縄』への投稿論文を募集しておりま

す!!当学術誌に論文投稿することで次のようなメリットがあります。 

専門及び認定理学療法士資格取得の“ 履修ポイント加算 ”が認められています！！ 

当県士会学術誌に論文掲載されることで、日本理学療法士会が定める専門及び認定理学療法士

資格取得および更新に関わる履修ポイントとして、筆頭演者は40ポイントが認められます。あ

なたの目指す専門資格を取得する一助にすることもできます!! 

“ 論文検索 ”するとあなたの論文がヒットするようになります！！ 

 当県士会の学術誌は国際標準逐次刊行物番号（ISSN）にて規格化され、登録しています。国立国会図書館、J-

grobal、医中誌などにも登録、保管されています。国際的にも認められている学術誌です。  【ISSN 2187-

7718】 

研究に対する疑問・質問に対する “ サポート ”もあります！！ 

 当学術誌に投稿するにあたって、研究デザインや統計的な検討点、その他、疑問点などがありましたら、沖縄

県理学療法士会 教育学術局 研究支援部にてサポートしております。些細な点でもどうぞお気軽にご相談くださ

い。 

何より一番自分自身の“ 力 ”になります！！ 

 論文を作成する過程において、周辺知識を調べたり、共著者とのディスカッションを通して自分自身の知識の

整理となり、振り返ってみるとそれが理学療法士としての底力になっていくと考えています。 

理学療法士が急増する現状や情報が飛び交う今だからこそ、自分自身のアイデンティティを模索しませんか？？ 

 

どんな些細なことでもお気軽にお問い合わせ下さい。会員の皆さまの投稿をお待ちしております!!  

※投稿規程はホームページよりご参照ください。 

＜問い合わせ先＞（公社）沖縄県理学療法士協会教育学術局  島袋 雄樹（シマブクロ ユウキ） 

E-mail：opta.labo@gmail.com  TEL ：098-982-1761（沖縄リハビリテーションセンター病院） 

締  切：平成27年9月12日（土）迄 

備  考：新人教育プログラム未修了者 → 「C-3 内部障害の理学療法」に読替 １単位取得 

           新人教育プログラム修了者   →  専門・認定理学療法士制度の10ポイントが取得 

■■沖縄理学療法講習会に関する説明事項■■ 

1．理学療法士を含む医療従事者を対象とした講習会です。 

2．生涯学習システムの「単位読替え」や「ポイント付与」が認定された講習会です。 

※「日本糖尿病療養指導士」ポイント付与認定講習会です。 

3．講習会への参加を希望される方は、メールにてお申込みください。 

【宛先】ptgaku@gmail.com  【件名】「第 ○ 回 沖縄理学療法講習会 申込み」 

【記入事項】 ①会員番号、②氏名、③所属名、④メールアドレス、⑤職種（PT以外の職種） 

     ※④個人設定により受信されない場合があります。個人設定についてご確認ください。 

     ※⑤理学療法士以外の職種の方のみ、ご記入ください。 

4．お申込み頂いた後に、担当者から受講可否の連絡を差し上げます。締切日までに連絡がない場合は、 

メールにてお問い合わせください。 

【問合せ先】与那原中央病院リハビリテーション科（研修担当：平山良樹） 

    TEL：098-945-8101／FAX：098-945-8106 
5．講習会へ参加される場合、「会員証」をお持ちいただくと受付の手続きが簡単になります。 

6．受講費は、会員2,000円、会員外5,000円です。 

※両替作業の削減及び手続き時間の短縮化を図るため、「お釣り」が無いように! 準備をお願いします。 

7．受付は、オリエンテーション後に行います。この方式で行うことで、受付・会計が円滑に行えます。 

ご理解とご協力をお願いします。 

8．生涯学習に関する質問やお問い合わせは、休憩時間にお願いします。 

質問内容は、「問い合わせ書」に記入して提出してください。後日ご返答いたします。 

※「問い合わせ書」→沖縄県理学療法士協会ホームページ（会員の方のみ） 



多角的な評価の視点・捉え方 Update 

講師：吉満裕樹（OT、SESSION関西支部長）《 Outline 》・表在意識と潜在意識・脳の統合・５官覚のユニオ

ン・評価の構造・局所と全身のつながり・筋の評価・治療・末梢血管血流循環アプローチ 

《 Key word 》筋反射、多角的な視点、評価、脳の統合 

日時：平成27年8月9日（日）10時～16時（9時30受付 昼休憩あり）会場：沖縄県男女共同参画センターてぃるる 

研修室１ 受講料：10,000円 定員：40名 持ち物：ヨガマットまたは大きめのバスタオル。動きやすい服装。

お申込み：wbyt1212@gmail.com（宛先：渡部勇太/ITラボ）メールタイトルに『8月9日セミナー申し込み』と記

日時：平成27年8月19日（水） 19時～21時 

場所：沖縄リハビリテーションセンター病院 ８階会議室  〒904-2173 沖縄県沖縄市比屋根2-15-1 
TEL：098-982-1777（代表） 

対象：在宅でのリハビリに実務している方・興味のある方・ケアマネ・訪看・ヘルパーさん 

参加費：無料   ＊理学療法士で県士会費未納の方については500円徴収します。 

作業療法士会地域連携リハ研究会・沖縄県言語聴覚士訪問リハ委員会と共同開催します。訪問リハビリに限ら

ず、在宅生活の支援に関わる皆様との情報の共有も目的としております。会場でお会いできる事を楽しみにして

います。 

【申し込み方法と問い合わせ先】 

下記の内容を記載の上、メールにてお申し込み下さい 

①氏名 ②所属と事業所の所在市町村 ③職種 ④県士会 会員・非会員 

メールでの申し込み・問い合わせ houmonreha58@gmail.com 
申し込み〆切：当日13時まで（資料・会場準備のため） 

＊会場（場所）の変更がある際にはＦＡＸ通信にて再度案内させて頂きます。訪問事業部 部長 松川英一 

 

【介護予防推進リーダー養成】【地域包括ケア推進リーダー養成】導入研修会のお知らせ 

今回、下記の日程で研修会を開催いたします。参加を希望される方は下記の方法で申し込み頂きますようご案内

申し上げます。 

【介護予防推進リーダー養成研修会】 

日時：平成27年9月5日（土）9：15～17：00（受付9：00～）  

場所：浦添市てだこホール 市民交流室   講師：高原充江、岡本慎哉、玉城さおり 

内容：Ⅰ．介護予防事業に関連する行政組織・関連団体と福祉計画 Ⅱ.介護予防事業の展開方法   Ⅲ.介護予

防の実践 Ⅳ.介護予防事業の企画立案 質疑応答 

 

【地域包括ケア推進リーダー養成研修会】 

日時：平成27年9月12日（土）9：15～17：00（受付9：00～）  

場所：沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬1-11-25） 

講師：照屋一樹、松並健治、金城一二 

内容：Ⅰ.地域包括ケアシステムについて Ⅱ.地域ケア会議とは Ⅲ.地域ケア会議に求められる理学療法士の

役割  Ⅳ.事例検討 Ⅴ.模擬会議の実際と心構え 質疑応答 

 

研修内容は予定ですので、当日若干の変更もあります。 

【対 象】新人教育プログラム修了者であり、次のいずれかに該当するもの。 

①日本理学療法士協会の e�ラーニングを受講した者。 

②理学療法士かつ介護支援専門員の資格を有する者。 

③沖縄県理学療法士協会が推薦する者。 

【定 員】100 名  【受講費】無料（資料代 1,000 円）当日支払い 

【申し込み】 

 ○申込期間：8月 1 日～8 月31 日 ○申し込み先：entry@oki-pt.jp（申し込み専用アドレス） 

 ○申込方法：E-mail で件名を「介護予防研修会申込み」または「地域包括ケア研修会申込み」とし、本文内に

①氏名、②所属先、③会員番号、④連絡先電話番号、⑤参加資格要件を満たす項目を入力の上、送信。※参加資

格要件としては「e－ラーニング」受講や介護支援専門員登録番号となります。※両方の研修を受講する場合は各

研修について申し込みをしてください。 

＊この認証コースを修了した会員には、「生涯学習機構の定める資格」として、40ポイントが付与されます。 

※本認証コースは、本会会員である理学療法士を対象としています。詳細は日本理学療法士協会ホームページを

参照して下さい。 

問い合わせ先：地域包括ケア推進委員会研修企画班 宮里朝康 

ファミリークリニックきたなかぐすく ０９８－９３５－５５１７ 



載し、①名前②職種③経験年数④連絡先（PCアドレスのみ）を明記のうえ、上記連絡先までお願い致します。 

主催：セミナー企画活動／ITラボ 

「基本的動作介助・促進法 ～動作分析から治療まで臨床推論～」 

PT・OTとして欠かせない動作分析（寝返りから歩行まで）を臨床の事例から解説と実技指導を行っていただく予

定です。動作分析のコツを教授して頂く予定です。また今回はご参加頂ける先生方の臨床での疑問、改善が難し

い患者を担当して悩んでいるケースを講師が解決策を実技と共に教授して頂ける時間をつくりました。申込み時

に是非、臨床におけるお悩みがある方は明記してください。 

臨床に関わることであればなんでも結構です。 

期日：平成27年8月23日(日) 時間：9：00～16：00（8：30受付開始）会場：沖縄ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ福祉学院6Ｆ 

講師：築山 尚司先生（岡山大学病院 リハビリテーション科 師長） 

受講料：6000円  主催：沖縄Physical Medicine研究会 

＜お申込み＞①氏名②性別③職種④免許取得年（西暦）⑤所属施設名⑥常時連絡が取れる番号⑦ＰＤＦが開ける

アドレス⑧懇親会参加の有無⑨臨床における治療の疑問等以上の９項目を明記のうえ下記のアドレスまでお申込

みをお願い致します。尚、お申込みから３日以内に返信を致します。３日以内に返信がない場合はお手数ですが 

再度ご連絡をお願い致します。 E-mail ： okinawapmr@yahoo.co.jp  

沖縄Physical Medicine研究会 研修会担当 渡慶次 

痛みのコントロールのプロを目指す方のための「基礎から学ぶ徒手医学」 

講師：荒木秀明（「非特異的腰痛の運動療法 症状に合わせた実践的アプローチ」の著者） 

内容：初めて徒手療法を勉強される方にも理解しやすく、そして明日から臨床で活用できるように現場でのニー

ズに適合させ、脊椎変性疾患に加え多彩な病態に起因する疼痛のコントロールを目的としています。 

■アドバンスコース 

腰部骨盤帯 下肢Ⅱ （腰椎機能障害から診る腰痛） 

場所：整形外科 よざクリニック 

日時：腰部骨盤帯 下肢Ⅱ：平成27年8月29日（土）14時半～18時半（4時間）30日（日）9時～15時（5時間） 

主催：日本臨床徒手医学協会  対象者：理学療法士、作業療法士等 受講料：20000円   定員：30名程度 

申し込み先（問い合わせ）日本臨床徒手医学協会のホームページ （http:// www.immsj-seminar.info）にて

コース内容等確認のうえ、申込み・問い合わせをお願いします。申込締切日：コース1週間前 

ウァオ脊柱 in 沖縄 

脊椎疾患に対するアプローチを、 新の知見と豊富な臨床経験をもとにご講義して頂きます。 

日時：平成27年9月21日(祝・月)10:00～17:00 9月22日(祝・火)10:00～17:00 

会場：沖縄こどもとおとなの整形外科  定員：30名   対象：理学療法士 

講師 ：宮本重範先生(神戸国際大学リハビリテーション学部長） 荒木秀明先生(日本臨床徒手医学協会代表) 

参加費：13000円 ※当日徴収します 

【申し込み方法】氏名(フリガナ)、職種、所属(勤務先)、経験年数、連絡先E-mail(PC)、懇親会の参加有無を記

載の上、下記のメールアドレスまでお申し込み下さい。件名に「ウァオ脊柱講習会受講」と記載して下さい。 

お問い合わせ・申し込み先  aspt2011@yahoo.co.jp  事務局 幕田 

第19回クリニカル・クラークシップ研修会「臨床実習受け入れ施設の役割について」 

開催日：平成27年11月15日（日） 9：00〜16：00  会場：豊見城中央病院5階 多目的ホール 

対象：理学療法士、作業療法士、言語聴覚士 

内容：卒前・卒後と継続した臨床教育を進める上で、「臨床実習受入れ施設の役割」について取り上げ、クリニ

カル・クラークシップの実践方法などわかりやすくお伝えします。 

講師：中川法一、日高正巳、吉川法生（セラピストのためのクリニカル・クラークシップ会長、副会長） 

定員：100名  参加費：会員1,000円、非会員3,000円 

申込み：セラピストのためのクリニカル・クラークシップ研究会ホームページからお申し込み下さい。 

http://reh-ccs.kenkyuukai.jp/    問合せ：akiko@fruition.co.jp （事務局：西川）  

頚部の機能解剖に基づいた運動療法の理論と実践【実技セミナー】 

主催：Updraft physio  開催日：平成27年10月3日(土)15:00‐19:00 4日(日)9:00～16:00 

講師：上田 泰久 先生（文京学院大学）  会場：沖縄こどもとおとなの整形外科 

内容：頚部の機能解剖に則した論文、研究を背景とした理論的部分や、それを基盤にした実技演習を多く含んだ

臨床的セミナーです。 

受講費：7500円（8/15以降の申し込みは9000円） 定員：28名（先着順） 

申込み：メールにて件名を「頚部セミナー」として、①氏名、②所属先、③経験年数、④連絡先（PCmail）をご

明記のうえ、下記連絡先までご連絡ください。事務局：石川 絵奈美  updraft_seminar@yahoo.co.jp 

【平成27年度 沖リハ同窓会勉強会】 

小勉強会② [テーマ]肩関節障害の理学療法～基本的な評価と治療～ 

[講師]理学療法士 島袋 雄樹（沖縄リハビリテーションセンター病院） 

[日時]平成27年8月25日（火）19：00～（受付18：30～） 



[会場]沖縄リハビリテーション福祉学院  [定員]40名  [対象]医療従事者 

[受講費]同窓生300円（会費納入済み者）、同窓生（会費未納者）500円、同窓生外500円 

[申込み]平成27年8月1日～平成27年8月24日  [申込み方法]メールでの申し込みとなります。 

宛先：okireha.dousoukai＠gmail.com  件名：「②小勉強会」 

内容：①氏名、②所属、③同窓生（卒業期）or同窓生外    

[問い合わせ先] 沖リハ同窓会学術部：仲宗根真奈美（沖縄リハビリテーションセンター病院） 

問合せ先：okireha.dousoukai＠gmail.com 

[お願い]受付時の混雑予防の為、必ず事前申込みの上ご参加くださいますようお願いします。 

「NPO沖縄呼吸ケア研究会」定例勉強会のご案内 

日時：2015年8月7日(金)・9月4日(金) 19:00～20:00  ※毎月第一金曜日 

場所：那覇市立病院3階講堂    参加費：無料   お問い合わせ：090-5723-2438（宮平） 

沖縄呼吸ケア研究会ホームページ： http://orcm.jimdo.com/ 

※現在、会員募集しています！興味のある方は是非上記連絡先までご連絡下さい！  

「沖縄クリティカルケアリハビリテーション研究会」定例勉強会のご案内 

日時：2015年8月22日(土) 19:00～20:00  ※毎月第四土曜日 

会場：沖縄協同病院 リハビリテーション室  参加費：無料 

お問い合わせ(代表世話人)：那覇市立病院098-884-5111（リハビリテーション科 安村）または宮平携帯（090-

5723-2438）まで 

「第26回沖縄呼吸ケア研究会セミナー」のご案内 

内容：特別講演「人工呼吸器管理におけるトラブルシューティング」石井宣大先生・ 

「人工呼吸に活かす呼吸生理と病態別に考える人工呼吸器管理」田中竜馬先生、 

パネルディスカッション「人工呼吸器管理中の呼吸リハビリテーションQ&A」 

※3学会合同呼吸療法認定士(25点)、日本理学療法士協会認定内部障害理学療法認定士(5点)を取得可能。 

日時：2015年9月19日(土) 9:50～17:00 (9:30受付開始) 

会場：一般社団法人 沖縄県薬剤師会館（沖縄県島尻郡南風原町字新川218－10）  

参加費：5500円 (8月19日よりe-プラスとコンビニマルチメディア端末にて販売中) 

お問い合わせ：090-5723-2438（宮平）  沖縄呼吸ケア研究会ホームページ： http://orcm.jimdo.com/ 

ボバースコンセプトインフォメーションコースin沖縄のご案内 

1. テーマ：『成人片麻痺における評価と治療』 

2. 講師：大槻利夫 上伊那生協病院 理学療法士 国際ボバースインストラクター 

     古澤浩生  リハビリテーション天草病院 国際ボバースインストラクター候補者 

3. 日時：平成27年11月21日（土）、22日（日）  4. 会場：大浜第二病院 2階リハビリテーション室 

5. 主催：沖縄ボバース勉強会  6. 定員：40名  7. 対象：理学療法士、作業療法士、言語聴覚士   

8. 内容：ライブデモンストレーション、講義、運動分析  9. 受講締切り：平成27年9月30日 (水)    

10. 受講費：15,120円（税込／宿泊費・食費・懇親会費別） 

11.申込方法：日本ボバース研究会のホームページhomepage2.nifty.com/bobath/ より、受講申込書を明記の上、

郵送にて申し込み下さい。※申込者多数の場合には選考基準にさせていただく場合もございます。 

12.問い合わせ先：大浜第二病院 リハビリテーション科内  

        沖縄ボバース勉強会事務局 末吉恒一郎・長嶺元昭・屋富祖司・棚原竜一郎 

        住所：〒901-0215 豊見城市字渡嘉敷150番地 TEL：098-851-0103 FAX：098-851-0200 

        E-mail:okibobath@yahoo.co.jp 



 本誌へ研修会案内の掲載をご希望の場合は、当会HP

より「広報誌掲載申込書」をダウンロードし、申込書へ必

要事項を記入後、当協会事務局まで郵送して頂きます

ようお願いします。尚、掲載の可否については当会の事

業目的に照らし、判断いたします。尚、毎月10日締切で

翌月号への掲載となります。★掲載内容は概ね300字を

目安としています。 

[沖縄県理学療法士協会HPhttp://www.oki-pt.jp] 

【研修案内に関する問い合わせ】 

 沖縄県理学療法士協会事務局098-930-5023（月～

金曜日9：00～18：00担当：比嘉） 

optaoffice@oki-pt.jp  

【広報誌HP掲載案内】 

 本誌は月末に印刷し、月初発行となっております。送

付における期間に地域差が生じるケースもあり、皆様に

は大変ご迷惑をおかけしています。申し訳ありません。

本誌は送付前にホームページへ掲載しておりますので

そちらをご利用していただくことをお勧めします。 

理学療法士・作業療法士募集 

募集人員：若干名 

待  遇：当院規定に準ずる 

勤務時間：9：00～18：00（休憩1時間） 

休  日：年間107日（月９日） 

     （365日 シフト制） 

給  与：当院規定に準ずる 

待  遇：賞与年2回、各種社会保険完備 

応募方法：電話にてご連絡下さい。 

     施設案内、面接日を調整いたし 

     ます。（担当：PT與儀まで） 

備 考：回復期リハ2病棟（115床）を中心 

    に、入院から在宅（訪問、通所） 

    まで積極的に取り組んでいます。 

    元気のある方大募集！      

沖縄県那覇市安里１丁目１番３７号 

TEL：（098）869-0050（リハ室直通） 


